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１．研究計画の概要 
 持久力増大を目的に高脂肪食を長期に摂
取する場合があるが、同時に体脂肪の増大を
もたらす。そこで本研究では異なる脂肪酸組
成からなる高脂肪食摂取や加齢及持久的ト
レーニングが骨格筋酸化系酵素活性と血中
アディポサイトカインレベルに及ぼす影響
について検討した。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）初年度においては、動物性高脂肪食と
持久的トレーニングを組み合わせた効果を
検討した。実験動物として 5 週齢の Wistar
系雄ラットを用い、普通食（脂質カロリー比
が 12％）もしくは高脂肪食（脂質カロリー比
が約 60％）を摂取する 2 群に分け、さらに両
群を水泳運動によるトレーニング群と非ト
レーニング群に分け、5 週間飼育した。高脂
肪食摂取は体脂肪量を増加するとともに、血
中レプチンを増加し、アディポネクチンを低
下した。しかし、持久的トレーニングは体脂
肪量を減少させ、アディポサイトカインレベ
ルを改善した。 
（２）2 年次においては加齢に伴う影響を検
討した。実験動物として 5 週齢及び 50 週齢
のラットを用い、両週齢群を高脂肪食群と普
通食群に分けた。また、初年次同様各群をト
レーニング群及び非トレーニング群に分け、
計 8 群とし 5 週間飼育した。体脂肪量はいず
れの週齢も高脂肪食摂取で増加し、トレーニ
ングにより低下した。また加齢に伴い脂肪組
織重量の有意な増加が見られた。血中レプチ
ンは高脂肪食摂取及び加齢に伴い増加した
が、トレーニングにより減少した。アディポ
サイトカインレベルは加齢により悪化する

傾向が見られた。また、持久的トレーニング
はいずれの群でも血中アディポサイトカイ
ンレベルを改善することが分かった。 
（３）3 年次においては不飽和脂肪酸が豊富
な魚油系高脂肪食摂取の影響について検討
した。実験動物として 5 週齢の Wistar 系ラ
ットを用い、普通食群、動物性高脂肪食群及
び魚油系高脂肪食群の 3 群に分け 5 週間飼育
した。血中レプチンはいずれの高脂肪食群で
も増加した。アディポネクチンは動物性高脂
肪食群で有意な低下があり、高脂肪食を構成
する脂肪酸組成の違いの影響が見られた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調 

（理由） 
当初の実験計画に従って実験を進めてきた。
高脂肪食摂取や持久的トレーニングによる
血中アディポサイトカインレベルの変動は
仮説に示した傾向が認められている。しかし、
予定していた測定項目の中で、測定感度の問
題から測定することができない項目があり、
今後の課題となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の本年度は、骨格筋において酸化
されやすい中鎖脂肪酸と小腸において吸収
される時、エネルギー源として利用されるジ
アシルグリセロールからなる高脂肪食を摂
取した場合の影響について検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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